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1． は じ め に

　本講演 は ，Major　Project　Sessionの 講演 の
一

つ と し

て ，会 議 初 日の 9 月 12日午 前 10時 か ら行 わ れ た もの で

あ る 。 表題 の 関 西 国際 空 港 二 期 空 港 島建 設 プ ロ ジ ェ ク ト

は，現在の 関西国際空港の 沖合 に ，
4000m の 平行滑走

路お よび関連する諸施設を備 え た 空港島を新 た に 建設す

る もの で，我 が 国 を代表す る 大規模プ ロ ジ ェ ク トで ある

（図
一 1）。

2． 関西 国際空港誕生の 経緯

　1960年頃か ら関西 地 区 に お け る航 空 輸送 需要 の 増加

に対処す るた め，新空港 の 必 要性 が認識されて きた。こ

の た め，1968年 に 新空港 （以下，関 西 国 際空港）整備

に関 す る検討が 開始 さ れ た。検討 の結果，関西 国 際空港

は 騒音公害を 及 ぼ さ な い 24時 間 運用 可 能 な 沖合人 工 島

とし て ，泉 州沖 5km の 地 点に 建設 され る こ とが決 定 し

た （図
一一2 ）。建設に あ た っ て は，あ らか じめ 「関西 国

際空港 の 計画 案」，「関西 国 際空港の 環境影響評価案」，

「関 西 国際空港 の立 地 に 伴う地 域整備 の 考 え方」 を提示

し，地 域 の 自治体，住 民 の合 意 形成 を 図 っ て い る。こ れ

は 当時の 我が 国で は 面期的な こ とで あ っ た 。 以 ヒの よ う

な 経緯 に よ り，関西 国 際空 港 は 1987年 に 工 事 を 開始 し，

1994年 に 3500m の 滑走路 を 備 え た 海 L空港 と し て 開港

した 。

3．　関西国際空港二 期空港島建設プ ロ ジ ェ ク ト

　関西国際空港 は ，

一
時的 に 同時多発 テ ロ や SARS の

影響を受け た もの の ，順調 に そ の 旅客数や 貨物取扱量 を
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図一1　 関西国際空港
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伸ば し，我 が 国を代表す る国際拠 点 空港 と して の役 割 を

果 た して きた 。 し か し ， 朝 夕 の ピー
ク 時 に お い て は 1

時間あた りの 離着陸 回数 が限界 に 達 しつ つ あ る。そ こ で，

増 え続 け る空港需要 に 対応 す る た め ，関西 国 際空港 は

1997年に 二 期 空港島の建設工 事 に 着手 した。

　関西 国際空 港 建 設 工 事 （
一

期 工 事）は，水 深 約 18m

の 大水深海域 に 510ha の 人工 島を 限 られ た期 間 に建設

す る とい う，か つ て 例を 見な い 大規模急速施工 で あ っ た 。

二 期空港島建設 工 事 は，現在 の 空港島の 沖合 に さ らに大

規模な545ha の 空港島を造成す る工 事 で あ る。こ の た

め よ り厳 しい 条 件 下 で の 施工 とな る。具 体 的 に は，以下

の 技 術 的 課 題 が あ げ られ る。

　 ・ 大規模急速施工 を 実現す る た め に ， 大 量 の 資機材 を

　　安定的 に 供給す る必 要が ある 。

　 ・水深19m を越え る大水深海域 で の 施 工 とな る 。

　 ・軟弱な 海底地 盤へ 急速に埋立を行 うため，地盤の 安

　　定や 沈下，不 同沈
．
ドに 配慮 す る必 要がある。

　 ・ 供 用 後だ け で な く，工 事 の 環 境 へ の 影 響 に配 慮 す る

　　必 要が あ る。

　講演で は， E記 の うち大量の 資機材 の調達 と軟弱な 海

底地 盤 へ の 急速な 埋 立 につ い て報告された。

　3．1 大量 の資機材 の調達

　資機材 の 調達で 特 に 重要な の は埋 立土 砂 で あ る。二 期

空 港島建設 工 事 で は，一
期空港島の 約 1，8億 m3 よ り も

大 量 の 約2．5億 m3 の 土砂 が 必 要 とな る。こ の 大量 の 土

鬱　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ma
　 　 ・住居地 域 ：70 以 下

　　
・
住居 地 域 以 外 で 生 活 環 壙 の 保 全が 必 要 な地 域 ：75 以 下

　　　　　　 図
一2　航空機騒 音の 予測 結果

土 と基 礎，54− 3 （578）
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砂を 迅速に か つ 安定的 に 供給 す るた め に，大阪湾周 辺 の

地方自治体の協力を得 て，計四 つ の 大規模な 土 源 か ら土

砂を採取 す る こ と とし，十源の 供給能力，輸送 能力，工

事進捗 を考慮 した土 砂 の 供 給体制を 整 え た。な お，四 つ

の 土 源 の うち，二 つ は新規 開発 され た もの で ，開発 に 当

た っ て は，事前 に 綿密な 環境ア セ ス メ ン トを 実施 した。

　 3．2 軟弱地盤へ の対応

　空港島建設 に当た っ て は，軟弱な海 底地 盤 へ の対 応 が

最 も重要 な技術的課 題 とな る 。 空港島建設 区域 の 海底地

盤 で は， L部 に 厚 さが 20〜25m もの 非常 に 軟弱な 沖積

層，さ ら に そ の ドに は 砂 層 と粘土 層 が互 層 と な っ た 厚 さ

400m 以 上 の 洪積層 が堆積 し て い る。空港島の 荷重 に よ

り，沖積層だ け で は な く，こ の洪積層 に も沈下 が 生 じ る

こ とが 予 測 さ れ た。一
期 空港島で は トータル で 約 12m

の 沈下 が 発生 して い る 。 こ の よ う な沈下 に対 して 空 港機

能を 満足 す る埋 立 地 を造成 す るた め，次の よ うな 対応を

と る こ と と し た。

　 ・施工 期間中に 沈 ドを 促進 させ る と と もに，急速な埋

　　立 に 必 要 な 地 盤強度 を 確保す るた め，空港島全域 の

　　沖積層 に 対 してサ ン ド ドレー
ン 工 法 に よ る地 盤 改良

　　を実施 し た 。

　 ・ 洪積層の 地 盤 改良が 困難な た め ， 海底地盤 の 長期的

　　 な沈下 を予測 し，そ の 沈下量を考慮した埋 立 層厚を

　　設定 し た 。

　 ・舗装や 空港諸施設の 支持地 盤 とす る た め ，埋 立 段 階

　　か ら表層 に締固 め に よる 強固 な層 を造成 す る 。

　二 期 空港島の 沈 ドに つ い て は，現 在 ， 工 事開始 か ら供

用 開 始 後 50年 ま で の 沈下 を平均で 18m 程度 と予測して

い る 。 こ の 沈下予測の 精度を 向上 する た め，一
期空港 島

着手前か ら綿密な大深度 の 調査ボ
ー

リ ン グ を 多数実施 し，

空港島建設区 域の 地盤 の特性 を把 握 し て き た。さ ら に，

建設 区 域 に多 数 配 置 した沈 F計 で工 事 開 始 時 か らの 沈 下

を計 測 し，沈下 予測結果の 妥当性 を継続的 に 確認 して い

る （図
一 3）。

　3．3 施工 概要

　空港島は，沖積層 の 地盤改良，護岸築造，埋 立の 順 に

施工 され る。埋立は，ま ず土運船 か らの 土 砂 の 直接投入

に よ り，均
一

な 薄 い 層 を積 み重 ね る よ う に 施 工 す る 。 続

い て 埋 立 地 が 作 業船 の 限界 水 深 ま で 達 した 後，揚土 船 に

よ っ て 陸化す る 。 現在，陸化 した埋 立 地の 上 に，さらに

層状 に 造成を行 っ て い る。た だ しこ の 工 程で は，空港諸

施設の 基礎地盤を造成す るた め，層厚60cm 毎 に大型振

動 ロ
ー

ラ
ー

に よ る転圧締固め を行 っ て い る （図
一 4）。

施工 に 当た っ て は，空港島完成後の 不 同沈 下 を避 け るた

め，施工 履 歴 差 を極 力小 さ くす る と とも に 平面的 に均
一

な 層 厚 で 埋 立 を実施 した。こ の よ うな 均
一

で 所定 の 厚 さ

の 空港島を確実 に 建設する ため には，施⊥ 済み の層厚 を

正 確に 把握 した Eで 次の 投入 計画 を立 て，そ の 計画 に基

づ い て 高精度 の 施丁 を行 う必 要が あ る。 そ の た め に，二

期空港島建設 工 事で は，ナ ロ ーマ ル チ ビー
ム 音響 測深機
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図
一．−3　 関空 二 期空港 島の 実測沈下 と計算 沈下 の 比較例
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図
一4　 埋 立工 事の 施工 手順

写真
一 1 関空 二 期 用地造成 工 事 の 進 捗状況 （2005 年 7

月撮影）

に よる深浅測 量 （従来の よ うな 線的な 測 量 で は な く，面

的 な測 量 が可 能）や，コ ン ピ ュ
ー

タに よ る 土 砂投入 シ ミ

ュ レ
ー

シ ョ ン （均
一

な 厚 さの 埋 立 を 行 うた め に 土 砂 投入

位置 を決定 す る），GPS を 活用 した 作業船誘導シ ス テ ム

（施 工 計画 位置 へ 作業船 を 誘導す る シ ス テ ム）な ど，新

しい 技 術 を 多方面 に導入 し，情報化 施 工 を 実現 した。

4．　 お わ り に

　二 期空港島は ，2005年 8 月 現在で 95％が 陸地 化 して

い る （写 真
一 1）。10月 に は 新 滑 走路 お よ び

一
期 島 と二

期 島 を結 ぶ 連絡誘導路 の舗 装 工 事 が 開 始 さ れ，2007年
の 新滑走路供 用 開 始 に 向 け て 着実に 工事 が進 め られ て い

る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受理　2005 ．11．29 ）
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